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建物保有数が多く、専門家の少ない地方公共団体や企業での 

ファシリティマネジメントを支援するコンピュータシステム 

資料３ 



地方公共団体、銀行、大学、病院、ホテルチェーンなどの中には、多くの建物を 

保有しつつも、ＦＭの体制が充分にとれないところも多い。 

そのため、ＦＭに必要となる情報の収集・管理が充分にできない。 

手始めとして、少ない情報から、概算のＬＣＣを算出して、今後必要とされる 

費用の目安を知りたい。 

また、建物の専門家でなくても、簡便な方法で（外観等から分かる状況などで）、

建物のおおよその修繕優先度（劣化度合い）を出せるようにしたい。 

そして順次、情報収集や分析・評価を追加して、ＦＭの精度を上げていきたい。 

 １．現状とニーズ 
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 ２．ニーズへの対応(1) 

「建築年度」、「建物の種別」、「構造」、「延べ床面積」から、概算の 

ＬＣＣが算出できる機能を提供。(今後必要な概算費用の把握） 

建築（更新）年度と外観調査結果から、建物ごとの劣化度を 

数値化（詳細な点検や修繕の順位決めの参考）する。 
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ＬＣＣ試算グラフ 



「建築年度」、「建物の種別」、「構造」、「延べ床面積」から、概算の 

ＬＣＣが算出できる機能を提供。（今後必要な概算費用の把握） 

建築（更新）年度と外観調査結果から、建物ごとの劣化度を 

数値化（詳細な点検や修繕の順位決めの参考）する。 

１ 
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外観調査診断項目の例 
 

・テレフォンカード厚のひび割れが見られる。 

・錆汁が発生している。 

・降雨時に雨漏りがある。 

・塗膜に膨れやめくれ、破れ、剥れなどがある。 

建物別劣化度一覧表
（Excelに出力） 

 ２．ニーズへの対応(2) 

診断結果より、 
劣化度を数値化 



その後、データの整備・蓄積を行なっていくことにより・・・・・・ 
 ・部位毎の仕様データを元にした部位別の更新費用の積上げによるＬＣＣの算出 
 ・工事実績データなどから、部位別の工事予定表を出力 
 ・施設の運営経費、利用状況、点検結果などのデータから、 
    財務・供給・品質を多面的に分析・評価（推移グラフ、レーダーチャート、ポートフォリオ） 
なども可能。 

 ２．ニーズへの対応(3) 

レーダーチャート、 
ポートフォリオ図 



総務省より、地方公共団体に向けて次のような要請。 
平成26年4月22日： 「公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進について」 
                 （公共施設等総合管理計画の策定） 

さらに、地方公共団体については・・・ 

 ３．地方公共団向けの対応(1) 

総務省からの要請文書 

（公共施設等総合管理計画の策定） 



総合管理計画の策定状況 

平成27年10月 1日現在 総務省発表 

(1)建物の老朽化の状況や利用状況の把握・分析 

(2)総人口や年代別人口の今後の見通し 

(3)公共施設等の維持管理・修繕・更新等に係る 

  中長期的な経費の見込みやこれらに充当可能 

  な財源の見込み 

(4)公共施設等の情報の管理および集約 

(5)施設の統合や廃止の推進方針の策定 

(6)数値目標を設定し、計画の進捗状況の評価、 

  計画改定 

(7)インフラ（道路、橋りょう、上下水道、廃棄物 

  処理場など）も対象 

(8)管理の基礎情報として、固定資産台帳等を 

  利用 

公共施設等総合管理計画策定要請内容の主な項目 

市区町村では、約7割が
平成28年度に策定予定 



平成27年1月23日： 「統一的な基準による地方公会計の整備促進について」 
 ・固定資産台帳を整備 
 ・平成29年度までに複式簿記を導入 

また、次のように地方公会計制度を変更 

 ３．地方公共団向けの対応(2) 

総務省からの要請文書 

（地方公会計整備促進の要請） 



これまで、地方自治法238条の規定に基づき、建物や土地などについては、公有財産台帳で
管理をおこなってきた。 
 
 
今後は、固定資産台帳、ＦＭのための情報台帳の管理も必要となり、同一の情報の二重、
三重の管理となる項目も出てくる。 
 
 
 
地方公共団体の新たなニーズ 
公有財産台帳と固定資産台帳とＦＭ情報台帳を一元的に管理し、これらの情報を活用して
ＦＭの推進ができる仕組みがほしい。 

 ３．地方公共団向けの対応(3) 

    それぞれの台帳を管理する必要がある。できれば一元的に管理したい。 



台帳を一元化 
ＦＭにも活用 

■理想的な管理・活用方法 ■それぞれ個別に台帳を管理 

 ３．地方公共団向けの対応(4) 

総合管理計画の策定・進捗状況の把握・計画見直しにも対応したＦＭ機能 

総務省 
地方公会計 
標準ソフト 

異動情報 

・人口動向 
・財政 
・インフラ 
  にも対応 



台帳情報をどのように一元管理しているか 
  
ポイントの１つとして、 
 建物では、公有財産と固定資産とでは、管理すべき単位が異なっていること・・・。 

施設単位
の情報 

固定資産 
単位の情報 

建物単位
の情報 

土地の筆 
単位の情報 

 ３．地方公共団向けの対応(5) 

システムにおける情報管理のイメージ 

例） 
・○○小学校 
 
 
 
・南校舎 
・北校舎 
・体育館 
       etc.. 
 
・建物本体 
・設備類 
・増築部分 
       etc.. 
 
 


